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1596 年慶長伏見地震における有馬-高槻断層帯の破壊領域

Extent of surface rupture along the Arima-Takatsuki  fault zone during the 1596 Keicho-
Fushimi earthquake
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  有馬-高槻断層帯は近畿三角帯の北西縁部に位置し，丹波帯と領家帯の地質境界断層である有馬-高槻構造線
（Huzita, 1962）に沿って発達する活断層帯である．本断層帯は複数の右横ずれ断層により構成される．寒川
（1978）は有馬-高槻断層帯中・東部の活断層を認定し第四紀後期における変位速度を明らかにした．岡田・東郷
編（2000）や池田・他編（2002）などにより活断層の詳細位置が明らかになったほか，川西・箕面・茨木地点で
トレンチ掘削などの古地震学的調査が行われ，西暦 1596（慶長元）年慶長伏見地震で本断層帯の一部が破壊した
ことが明らかとなっている（寒川・杉山，1996）．しかし，活断層の分布形態や変位速度分布に基づく幾何学的セ
グメント区分や慶長伏見地震時の破壊範囲は検討されていない．そこで本研究では，特に条里制地割に残された
極新期の断層変位地形に着目した大縮尺空中写真判読・測量調査などの地形学的調査に基づき，幾何学的セグメ
ンテーションを行い，これと慶長伏見地震における破壊範囲との関係を検討することを試みた．その結果，以下
のことが明らかになった．
  有馬-高槻断層帯の平均右横ずれ変位速度は 0.5～1.7mm/yr である．平均上下変位速度は，坊島断層以西の

各断層で 0.02～0.24mm/yr，真上断層・安威断層では 0.2～0.7mm/yr である． 一方，横ずれ断層と縦ずれ断層の
分布とその末端の幾何学的形態に着目すると，有馬-高槻断層帯は六甲・清荒神・五月丘・坊島・真上・高槻-天
王山の 6つの幾何学的セグメントに区分できる．6つのセグメント区分と横ずれ変位速度分布との関係をみると，
六甲・清荒神セグメントは 0.5～0.7mm/yr であるのに対し，五月丘セグメント以東は 1.5mm/yr 程度と顕著に大き
くなる．このように，横ずれ変位速度からは六甲・清荒神セグメントと五月丘・坊島・真上・高槻-天王山セグメ
ントの間に横ずれ変位速度の不連続が認められる．清荒神・坊島・真上セグメントに沿っては，中世（西暦 1200
年頃）以降に形成された条里制地割に約 3ｍの右横ずれが認められる．中世以降に本地域で発生した大規模地震
としては 1596 年慶長伏見地震が挙げられる（宇佐美，1996）．寒川・杉山（1996）は坊島・真上セグメントにお
けるトレンチ調査から慶長伏見地震に対応する古地震イベントを認めている．したがって，上記の地割のずれは
慶長伏見地震の際に形成された横ずれ地表変位と考えられる．このことは，1596 年慶長伏見地震では少なくとも
清荒神セグメントから真上セグメントの範囲が連動したことを意味する．


